
実施内容報告書 

タイトル：観音崎自然博物館ジュニア生物調査隊（小学部・中学部）

交付番号２５００９ 

観音崎自然博物館 佐野 真吾 

＜内 容＞ 

 ジュニア生物調査隊は小学生の部と中学生の部があり、2025 年 4 月 6 日から

2026年 4月 2日までに、小学生の部、中学生の部を合わせて 19回の活動を行っ

た。なお、中学部を卒業すると高校生以上のチームである観音崎生物調査チーム

NEO に所属になるが、当チームは中学生と合同で活動をおこなうこともあるた

め合わせて記す。 

＜活動の詳細＞ 

1. 2025年 4月 6日 9:30～12:30 始動式（小・中・高合同）

年度の初回の活動は、隊員の自己紹介、新しく入ってきた 8 期生の自己紹介、

年間スケジュールの説明、今後の打ち合わせをおこなった。その後は観音崎公園

に移動し、新しく入った 8期生を中心に採集の練習をおこなった。 

2. 2025年 5月 25日 9:30～15:30 サラサヤンマの発生状況の調査（小学生）

2019 年から保全活動をおこなっている三浦半島の谷戸で、神奈川県のレッド

リスト 2006 において絶滅危惧 IB 類に判定されるサラサヤンマの発生状況を調

査しに行った。2ヵ所の谷戸で本種を捕獲し、雌雄の個体数をカウントした後に

翅にマーキングを施して放虫した。個体数は例年と比較して増減はなく健在で、

メスが産卵する様子も確認された。



 

 

3. 2025年 6月 1日 9:00～18:00千葉県の里山調査（中学生） 

地域の方々の協力で、2024 年 1 月に造らせていただいたビオトープでの水生

昆虫調査および、谷戸全体の水生昆虫、トンボ、両生類、爬虫類の調査をおこな

った。ビオトープでは希少種クロゲンゴロウの保全に関連したモニタリングと、

季節による水生昆虫相の変遷を調査した。クロゲンゴロウは初めて野生下での繁

殖が確認され、中学生はこれまでの活動の成果を実感することができた。 

 

 

4. 2025年 6月 14日 9:30～16:00 多摩川調査（中学生） 

2019年から 20年に、ジュニア生物調査隊の卒業生で、現在観音崎生物調査チ

ームNEOに所属する高校生がフィールドにしている多摩川でトンボ類の調査を

実施した。19年から 20年に起きた台風の影響で、一時期トンボ類や水生昆虫は

見られなくなったが、その後回復したのかを確認する調査をおこなった。結果、

種によって回復した種と回復しなかった種がいることが分かった。なお、当調査

はジュニア生物調査隊中学部と観音崎生物調査チーム NEO（高校生）が合同で

おこなった。 



 

 

5. 2025年 6月 22日 9:00～18:00 千葉県の里山調査（小学生） 

中学生が活動をしている千葉県の里山で定量調査の体験と保全をしているク

ロゲンゴロウの状況を観察しに行った。中学生が調査をしている場所の見学と、

ホーム観音崎から東京湾を挟んだ向かい側に位置する房総半島で見学してもら

い、感覚的に似ている部分と異なる部分を見てもらうという趣旨がある活動であ

る。また、クロゲンゴロウの保全に関連して、小学生の希望者には本種の人工繁

殖や飼育を担当してもらっていたので、現地での現状を見て体感してもらう効果

も期待していた。本調査では小学生が育ててマーキングをし、放流した個体も確

認された。 

 

 

6. 2025年 7月 20日 9:30～17:00 観音崎公園の水生生物調査（小学生） 

活動のホームである観音崎公園および観音崎の海岸で水生昆虫・トンボ・その

他の昆虫を中心に調査をおこなった。本調査では三浦半島の東京湾側では初記録

となるシロヘリハンミョウが初記録された。本種は隊員たちが発見し採集したた

め、2025年 12月に発行された観音崎自然博物館研究報告たたらはまで短報とし

て学芸員と共著で発表をした。 



 

 

7. 2025年 7月 31日~8月 4日 合宿 in 西表島（中学生・高校生） 

中・高校生を中心に沖縄県の西表島で合宿をおこなった。2日目は西表島エコ

ツーリズム協会、浦内川観光、WWFジャパンの皆様にご協力いただき、旧稲葉

集落での調査および湿地の保全作業をおこなった。陸の孤島といわれる旧稲葉集

落での活動は非日常的な体験になった。3日目以降は水生昆虫およびトンボ類を

中心に調査をおこなった。また、最終日は石垣島でも調査をおこなった。 

 

 

8. 2025年 8月 21日~24日 合宿 in 新島（小学生） 

小学生の合宿は伊豆諸島新島でおこなった。今回目的としていたオニヤンマの

島内での出現状況をし、無事確認することができた。その他、トンボ類、クワガ

タ類、オオヒョウタンゴミムシなども観察することができた。また、隊員 2名が

島内初記録のゲンゴロウを採集した（2026年に発表予定）。今回は往復大型客船

での渡航で、初日は船内泊だったので大変であったが、小学生たちは最後まで元

気に活動を実施することができた。 



 

 

9. 2025年 8月 29日~30日 女子会 ～昆虫クッキング～（小～高校生） 

数年前から女子メンバーが中心に「女子会」という企画を不定期におこなって

いる。今回は「昆虫食」をテーマに観音崎自然博物館で活動をおこなった。自分

たちで食材となる昆虫を採集し調理をおこなった。トンボ類、バッタ類、セミ類、

ハラビロカマキリ、コクワガタを試食した。「女子会が一番楽しい」という子もお

り、年齢が上がってもチームに女子が残るキッカケになっている企画であり、今

後も自発的な提案があれば継続したいと考えている。 

 

 

10.  2025年 9月 6日 UFO池を探しに行く（小学生） 

インタネット上に見つけた「UFOが下りて来る池」というのが実在するのか？

またそこにはどんな水生生物がいるのか？というのを調査する企画である。近年

使われなくなったハイキングコースの藪を漕ぎながら進み、無事池を見つけて生

物調査をおこなった。水生半翅類とリスアカネなどのトンボ類を確認することが

できた。 



 

 

11.  2025年 9月 21日 千葉の里山調査（中学生） 

2024 年 1 月に造らせていただいたビオトープでの水生昆虫調査および、谷戸

全体の水生昆虫、トンボ、両生類、爬虫類の調査をおこなった。ビオトープでは

希少種クロゲンゴロウの保全に関連したモニタリングと、季節による水生昆虫相

の変遷を調査した。クロゲンゴロウの新成虫が無事確認された。 

 

 

12．2025年 10月 12日 団体訪問 in 田越川（小学生・中学生） 

 当企画は自然に関する活動をしている団体と交流をする企画である。今回は逗

子市・葉山町で活動をしている「おさかなラボ」と「トビウオクラブ」と当チー

ムの 3団体で、逗子市を流れる田越川で活動を実施した。水生生物、甲殻類、魚

類を中心に調査をおこない、確認された種の情報を参加者で共有した。 



 

 

13．2025年 11月 8日 断崖絶壁の昆虫調査（中学生） 

 三浦半島南端部のリアス海岸に生息する海岸性昆虫の調査をおこなった。この

日はインフルエンザの大流行で多くのメンバーが欠席で、僅か 5人での少人数精

鋭の活動になった。しかし、小人数であるため移動は早く、ナギサスズ、カタモ

ンハネカクシ、キタミズカメムシ、湿岩性のガムシ類など、希少な昆虫を多く発

見することができた。 

 

 

14．2025年 12月 21日 1年間の報告会（小・中・高合同） 

 毎年 12 月に 1 年間の報告会と保護者を含めた忘年会をおこなっている。普段

の活動は子どもだけでの参加であるため、保護者に活動の様子を伝えたり、コミ

ュニケーションを取る機会が少ないため意識をしている。また、高校生たちが 3

月に日本生態学会での発表を予定していただめ、その練習も兼ねて、小学生・中

学生・保護者の前で研究発表をおこなった。 



 

 

15．2026年 1月 11日 サンショウウオの保全（小学生） 

 2019 年から保全活動をおこなっている三浦半島の谷戸で、トウキョウサンシ

ョウウオの保全作業をおこなった。この日はサンショウウオの産卵場となる水域

を掘ることに加え、外来種アライグマ避けのための金網設置、センサーカメラの

設置をおこなった。また、アライグマの捕獲トラップが破損していたので修理も

おこなった。産卵の確認は 3月におこなう。 

 

 

16．2026年 2月 22日 千葉のサンショウウオ調査（小学生・中学生） 

 保全活動をおこなっている千葉県の里山でトウキョウサンショウウオの産卵

状況を調査した。これまで産卵が確認されている 4地点で成体と卵嚢の数をカウ

ントした。4地点のうち 2地点は不安定な地点で、今年は確認されなかった。他

2地点は例年とほぼ同数の成体および卵嚢が確認された。 



 

 

17．2026年 3月 14日～15日 日本生態学会京都大会（中学生・高校生） 

 京都で開催された日本生態学会でポスター発表を行った。テーマのうち 2つは

千葉県の里山での調査、1つは観音崎公園での 2種のトンボ調査の成果を発表し

た。 

 

 

18．2026年 3月 22日 サンショウウオの保全と調査（小学生） 

 2019 年から保全をおこなっている三浦半島の谷戸でトウキョウサンショウウ

オの調査をおこなった。1 月 11 日の活動で外来種対策の金網の設置や池の修理

等の作業をしたが、今回は産卵状況の調査をおこなった。残念ながらサンショウ

ウオは確認されなかった。2024 年を最後に成体と産卵が確認されておらず、ア

ライグマの捕食圧で成体が絶滅した可能性が高い。しかし、2019年から 2023年

まで幼生の保護や放流を続けてきたので、数年後には成長した個体が戻ってくる

ことを想定して、今後も当地での保全活動を継続することにしている。2026 年

度は金網の設置を広範囲におこなう予定である。サンショウウオの調査後は、近

隣で活動する市民団体の活動にお邪魔して、活動を見学させていただいた。 



 

 

19．2026年 3月 30日～4月 2日 合宿 in 沖縄本島（中学生・高校生） 

 2025 年度最後の活動は中学生・高校生で沖縄合宿をおこなった。沖縄本島北

部を中心に水生昆虫、トンボ類、両生類、爬虫類などの観察をおこなった。今回

の合宿は中学 1年生が多かったため、地形図とグーグルマップを使って、自分た

ちでポイントを見つける練習をおこなった。また、中部地域では水生昆虫の初記

録があり、今後当館の研究報告で中学生たちと共著で発表を予定している。 

 

 

その他、ジュニア生物調査隊員による成果 

・日本生態学会 2026 

タイトル：千葉県富津市に造成したビオトープにおける水生昆虫相の季節変化 

吉田孝太・矢口孝太郎・市原正助・綱島悠太・鈴木琉大・佐野真吾 

タイトル：千葉県富津市金谷地域における水生生物の保全地域の選定 

亀岡讓・難波眞叶・池田壮太・吉田孝太・佐野真吾 

・佐野真吾・小松原豪・岡田晟愛・川上杏凜・春木琥太郎・富岡星伍, 2025. 神奈

川県横須賀市観音崎におけるシロヘリハンミョウの記録. 観音崎自然博物館研究

報告たたらはま, (29): 11-12. 

・矢口孝太郎・佐野真吾, 2025. 神奈川県横須賀市観音崎におけるオツネントン



ボおよびホソミオツネントンボの記録. 観音崎自然博物館研究報告たたらはま, 

(29): 5-6. 

・佐野真吾・亀岡讓, 2025. 長崎県壱岐島におけるネアカヨシヤンマおよびアオ

ビタイトンボの初記録. TOMBO, (68): 110-111. 

・佐野真吾・亀岡讓, 2025. 横須賀市観音崎で採集された水生甲虫類 4 種の追加

記録. 観音崎自然博物館研究報告たたらはま, (29): 42-44. 

・佐野真吾・矢口孝太郎, 2025. 千葉県におけるニセモンキマメゲンゴロウの初

記録. SAYABANE N.S., (58): 3-4. 

 




